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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期
連結累計期間

第27期
第２四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （百万円） 11,546 13,999 25,341

経常利益 （百万円） 2,427 1,646 2,931

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,655 1,110 1,925

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,305 1,654 2,192

純資産額 （百万円） 29,341 28,963 29,227

総資産額 （百万円） 35,511 36,807 36,447

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 27.41 18.35 31.85

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.5 78.6 80.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 171 389 976

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △3,254 481 △3,457

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,007 △2,007 △2,007

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 12,598 12,047 12,553

 

回次
第26期

第２四半期
連結会計期間

第27期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

自　2023年７月１日
至　2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 14.95 8.27

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

３　１株当たり四半期（当期）純利益の算定上、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として株式会社日本カス

トディ銀行（信託E口）が所有している当社株式を、控除対象の自己株式に含めて算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるエンターテイメント業界は、国内家庭用ゲーム市場においては、

PlayStation®5の供給安定や、Nintendo SwitchTMの人気継続により大幅に伸長したハード市場に牽引される形で、

好調に推移いたしました。モバイルゲーム市場においては、市場が安定期を迎え、市場規模がほぼ横ばいで推移す

る中、特に新規参入タイトルにおいて、依然厳しい競争環境が続いています。アミューズメント市場においては、

プライズ（景品）ゲームを中心に引き続き好調に推移し、前年の市場規模を上回りました。音楽映像市場において

は、パッケージ市場の縮小傾向が続く中、動画配信市場は巣ごもり需要の反動により競争が激化しつつも、依然高

水準で推移いたしました。ライブエンターテイメント市場においては、観客動員が改善傾向にありますが、引き続

き新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等の影響による公演中止が発生している状況です。

　このような状況下、当社グループは、多彩なエンターテイメントコンテンツをあらゆる事業領域において様々な

デバイス向けに展開する「マルチコンテンツ・マルチユース・マルチデバイス」戦略を基軸とした総合エンターテ

イメント企業として、強力なIPの確立に向けたブランディング戦略・アライアンス戦略・グローバル戦略を積極的

に推進し、話題性の高いコンテンツの提供とサービスの強化に取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）の経営成績は、売上高13,999百万円

（前年同期比21.2％増）、営業利益1,153百万円（前年同期比35.0％減）、経常利益1,646百万円（前年同期比

32.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,110百万円（前年同期比33.0％減）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

ａ．デジタルコンテンツ事業

　当事業のコンシューマ部門においては、完全新作アクションRPG『FREDERICA（フレデリカ）』を2023年９月28日

に国内・アジアで発売いたしました。また、前期に国内で発売した『ルーンファクトリー３スペシャル』の北米・

欧州・Steam®版を同５日より順次発売したほか、弾幕アクションRPG『東方シンセカイ』を同年７月に国内外で発

売いたしました。

　オンライン部門においては、前期リリースの『ドルフィンウェーブ』が堅調に推移したほか、『剣と魔法のログ

レス いにしえの女神』や『シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK』、『ブラウザ三国志』といった長期運営タイ

トルが、経年により売上が減少したものの堅実に収益貢献いたしました。

　しかしながら、利益面においては、開発費の増加及び第１四半期に発売した完全新作ジュブナイルRPG『LOOP8

（ループエイト）』の不振を補うことができず、増収減益となりました。

　この結果、当事業の売上高は8,015百万円（前年同期比32.7％増）、セグメント利益は156百万円（前年同期比

73.8％減）となりました。

 

ｂ．アミューズメント事業

　当事業においては、主力であるキッズアミューズメントマシン『ポケモンメザスタ』において、「ゴージャスス

ター１弾」を2023年７月６日より、「ゴージャススター２弾」を同９月14日より稼動開始いたしました。イベント

への出展や、『ポケモンメザスタ』で使用できる「タグ」の配布等、積極的なマーケティング・プロモーション施

策が寄与し、非常に好調に推移いたしました。また、海外展開中の『ポケモンガオーレ』についても引き続き好調

に推移し、大きく業績貢献いたしました。加えて、人気作品『NARUTO-ナルト-』を活用した新作アミューズメント

マシン『火影忍者 斗牌世界』を、中国本土において2023年９月26日より稼動開始いたしました。

　この結果、当事業の売上高は4,271百万円（前年同期比4.9％増）、セグメント利益は1,593百万円（前年同期比

1.0％減）となりました。
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ｃ．音楽映像事業

　当事業においては、劇場版プリキュアの最新作『映画プリキュアオールスターズF』が2023年９月15日に公開と

なり、シリーズ史上最高の興行収入で推移しているほか、TVアニメ『女神のカフェテラス』等のパッケージ商品化

を行いました。

　また、「ミュージカル『テニスの王子様』」や『ワールドトリガー the Stage』、「ミュージカル『憂国のモリ

アーティ』」等のシリーズ作品の新作公演に加え、舞台『刀剣乱舞』の７周年イベントを実施し、好評を博しまし

た。

　舞台公演及びアニメのパッケージ販売の収入が増加いたしましたが、舞台公演関連の補助金等の減少や、アニメ

の二次利用収入の減少等により、前年同期比で増収減益となりました。

　この結果、当事業の売上高は1,712百万円（前年同期比19.1％増）、セグメント利益は242百万円（前年同期比

33.6％減）となりました。

 

②財政状態の分析

　当社グループの当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、資産36,807百万円（前連結会計年度末比360

百万円増）、負債7,843百万円（前連結会計年度末比624百万円増）、純資産28,963百万円（前連結会計年度末比

264百万円減）となりました。

 

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金の減少等により28,380百万円となり、前連結会

計年度末に比べ79百万円減少いたしました。

 

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、無形固定資産の増加等により8,426百万円となり、前連結会

計年度末に比べ439百万円増加いたしました。

 

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、買掛金の増加等により7,609百万円となり、前連結会計年度

末に比べ728百万円増加いたしました。

 

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、役員株式給付引当金の減少等により234百万円となり、前連

結会計年度末に比べ104百万円減少いたしました。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益1,110百万円を計上したも

のの、前連結会計年度の配当により利益剰余金が減少したことにより28,963百万円となり、前連結会計年度末に比

べ264百万円減少いたしました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ506百万円減少し、12,047百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、税金等調整前四半期純利益1,646百万円、棚卸資産の増加804百万円等により、

389百万円（前年同四半期は171百万円の獲得）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は、定期預金の払戻による収入1,410百万円、有形固定資産の取得による支出178百

万円、無形固定資産の取得による支出634百万円等により、481百万円（前年同四半期は3,254百万円の使用）とな

りました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、配当金の支払額2,007百万円により、2,007百万円（前年同四半期は2,007百万

円の使用）となりました。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、デジタルコンテンツ事業228百万

円、アミューズメント事業28百万円、音楽映像事業０百万円、総額は256百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年11月２日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 62,216,400 62,216,400
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 62,216,400 62,216,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 62,216,400 － 3,611 － 3,613
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除

く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

Image Frame Investment (HK) Limited

（常任代理人　モルガン・スタンレーMUFG

証券株式会社）

29th Floor, Three Pacific Place,

No. 1 Queen's Road East, Wanchai,

Hong Kong

（東京都千代田区大手町１丁目9-7）

12,166,400 20.00

中山　隼雄 東京都港区 9,013,900 14.81

株式会社アミューズキャピタルインベスト

メント
東京都中央区銀座３丁目15-8 5,705,500 9.38

中山　晴喜 東京都港区 5,498,600 9.04

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11-3 3,879,600 6.38

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目8-12 1,151,800 1.89

株式会社東北新社 東京都港区赤坂４丁目8-10 780,000 1.28

BNP PARIBAS ARBITRAGE SNC

（常任代理人　BNPパリバ証券株式会社）

BOULEVARD MAC DONALD,75019

PARIS,FRANCE

（東京都千代田区丸の内１丁目9-1）

737,400 1.21

JPモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目7-3 533,346 0.88

JP MORGAN CHASE BANK 385781

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営

業部）

25 BANK STREET, CANARY W HARF,

LONDON, E14 5JP, UNITED KINGDOM

（東京都港区港南２丁目15-1）

507,289 0.83

計 － 39,973,835 65.70

（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　3,879,600株

　株式会社日本カストディ銀行　　　　　　　　　　1,151,800株
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,372,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 60,806,400 608,064 －

単元未満株式 普通株式 37,500 － －

発行済株式総数  62,216,400 － －

総株主の議決権  － 608,064 －

(注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　　 ２．「完全議決権株式（その他）」の普通株式数には、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として株式会社日本カ

ストディ銀行（信託E口）が所有する株式270,600株（議決権の数2,706個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マーベラス

東京都品川区東品川

四丁目12番８号
1,372,500 － 1,372,500 2.21

計 － 1,372,500 － 1,372,500 2.21

（注）「株式給付信託（BBT）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有する株式270,600株に

ついては、上記の自己株式等に含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第26期連結会計年度　有限責任 あずさ監査法人

第27期第２四半期連結会計期間および第２四半期連結累計期間　ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 

EDINET提出書類

株式会社マーベラス(E02467)

四半期報告書

10/22



１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,888 12,047

受取手形、売掛金及び契約資産 3,551 3,901

電子記録債権 212 ※１ 256

有価証券 400 400

棚卸資産 ※２ 8,042 ※２ 8,882

その他 2,365 2,905

貸倒引当金 △0 △12

流動資産合計 28,460 28,380

固定資産   

有形固定資産 525 411

無形固定資産 1,001 1,247

投資その他の資産   

投資有価証券 4,183 4,436

繰延税金資産 2,139 2,163

その他 218 249

貸倒引当金 △81 △82

投資その他の資産合計 6,460 6,767

固定資産合計 7,986 8,426

資産合計 36,447 36,807

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,644 2,117

短期借入金 160 160

未払金 1,289 1,018

未払印税 984 1,014

未払法人税等 1,122 615

引当金 427 241

その他 1,252 2,441

流動負債合計 6,880 7,609

固定負債   

長期未払金 114 114

株式給付引当金 58 48

役員株式給付引当金 94 －

資産除去債務 71 71

繰延税金負債 0 0

固定負債合計 338 234

負債合計 7,219 7,843

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,611 3,611

資本剰余金 8,744 8,744

利益剰余金 17,989 17,092

自己株式 △1,830 △1,740

株主資本合計 28,515 27,708

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △84 △88

為替換算調整勘定 756 1,310

その他の包括利益累計額合計 671 1,221

非支配株主持分 39 33

純資産合計 29,227 28,963

負債純資産合計 36,447 36,807
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 11,546 13,999

売上原価 5,677 7,955

売上総利益 5,868 6,043

販売費及び一般管理費 ※ 4,094 ※ 4,890

営業利益 1,774 1,153

営業外収益   

受取利息 62 123

為替差益 671 365

その他 5 6

営業外収益合計 739 495

営業外費用   

支払利息 0 0

貸倒引当金繰入額 85 0

その他 0 0

営業外費用合計 86 2

経常利益 2,427 1,646

特別利益   

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失   

固定資産売却損 － 0

特別損失合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 2,427 1,646

法人税等 778 542

四半期純利益 1,649 1,104

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,655 1,110

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6 △6

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △22 △3

為替換算調整勘定 679 553

その他の包括利益合計 656 550

四半期包括利益 2,305 1,654

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,312 1,660

非支配株主に係る四半期包括利益 △6 △6
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,427 1,646

減価償却費 474 653

映像コンテンツ償却額 46 87

のれん償却額 20 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） 85 12

賞与引当金の増減額（△は減少） △311 △193

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △78 4

株式給付引当金の増減額（△は減少） △33 △9

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △42 △94

受取利息 △62 △123

支払利息 0 0

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

売上債権の増減額（△は増加） 1,044 △328

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,499 △804

仕入債務の増減額（△は減少） △120 453

未払金の増減額（△は減少） △118 △294

未払印税の増減額（△は減少） △320 △17

未払消費税等の増減額（△は減少） △16 △41

その他 △712 312

小計 782 1,285

利息及び配当金の受取額 58 156

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △668 △1,052

営業活動によるキャッシュ・フロー 171 389

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,010 －

定期預金の払戻による収入 － 1,410

有形固定資産の取得による支出 △109 △178

有形固定資産の売却による収入 1 5

無形固定資産の取得による支出 △1,053 △634

投資有価証券の取得による支出 － △86

投資有価証券の売却による収入 1 －

長期貸付けによる支出 △85 －

その他 0 △35

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,254 481

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △2,007 △2,007

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,007 △2,007

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,258 630

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,833 △506

現金及び現金同等物の期首残高 16,431 12,553

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 12,598 ※ 12,047
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（取締役等に対する株式報酬制度）

　当社は、中長期的な業績向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的とし、当社の取締役及び執行役

員を対象に株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」を導入しております。

 

（1）取引の概要

　当社は、取締役及び執行役員に業績達成度等により定まるポイントを付与し、一定の条件により受給権を取得し

たときに当該付与ポイントに相当する当社株式等を給付します。

　取締役及び執行役員が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として退任後となります。

　取締役及び執行役員に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財

産として分割管理するものとします。

 

（2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付帯する費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度321百万円、375,300株、当

第２四半期連結会計期間231百万円、270,600株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　　　　　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって
　　　　決済処理をしております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結
　　　　会計期間末日満期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

電子記録債権 －百万円 28百万円

 

※２　棚卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

商品及び製品 279百万円 353百万円

仕掛品 7,443 8,354

原材料及び貯蔵品 316 174

映像コンテンツ 2 0

 

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日

　　至 2023年９月30日）

広告宣伝費 690百万円 1,105百万円

支払手数料 810 942

従業員給料及び手当 829 934

賞与引当金繰入額 84 91

役員賞与引当金繰入額 4 4

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

現金及び預金勘定 14,609百万円 12,047百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,010 －

現金及び現金同等物 12,598 12,047
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（株主資本等関係）

　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

配当金支払額

　2022年５月12日の取締役会において、次のとおり決議しております。
・普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額 2,007百万円 

②　１株当たり配当額 33円00銭 

③　基準日 2022年３月31日 

④　効力発生日 2022年６月６日 

⑤　配当の原資 利益剰余金 

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式（2022年３月31日基準日：456,100株）
に対する配当金15百万円が含まれております。

 

　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

配当金支払額

　2023年５月11日の取締役会において、次のとおり決議しております。
・普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額 2,007百万円 

②　１株当たり配当額 33円00銭 

③　基準日 2023年３月31日 

④　効力発生日 2023年６月６日 

⑤　配当の原資 利益剰余金 

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式（2023年３月31日基準日：375,300株）
に対する配当金12百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額（注）２

 
デジタルコン
テンツ事業

アミューズメ
ント事業

音楽映像事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 6,038 4,070 1,438 11,546 － 11,546

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 6,038 4,070 1,438 11,546 － 11,546

セグメント利益 598 1,609 364 2,572 △798 1,774

（注）１　セグメント利益の調整額△798百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額（注）２

 
デジタルコン
テンツ事業

アミューズメ
ント事業

音楽映像事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 8,015 4,271 1,712 13,999 － 13,999

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 8,015 4,271 1,712 13,999 － 13,999

セグメント利益 156 1,593 242 1,992 △839 1,153

（注）１　セグメント利益の調整額△839百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
デジタルコンテンツ

事業

アミューズメント

事業

音楽映像

事業

コンシューマゲーム関連 2,998 － － 2,998

オンラインゲーム関連 3,039 － － 3,039

アミューズメントゲーム関連 － 4,070 － 4,070

音楽・映像コンテンツ関連 － － 470 470

舞台公演関連 － － 967 967

顧客との契約から生じる収益 6,038 4,070 1,438 11,546

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 6,038 4,070 1,438 11,546

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
デジタルコンテンツ

事業

アミューズメント

事業

音楽映像

事業

コンシューマゲーム関連 4,492 － － 4,492

オンラインゲーム関連 3,522 － － 3,522

アミューズメントゲーム関連 － 4,271 － 4,271

音楽・映像コンテンツ関連 － － 596 596

舞台公演関連 － － 1,115 1,115

顧客との契約から生じる収益 8,015 4,271 1,712 13,999

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 8,015 4,271 1,712 13,999
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

１株当たり四半期純利益 27円41銭 18円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,655 1,110

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（百万円）
1,655 1,110

普通株式の期中平均株式数（株） 60,404,091 60,489,723

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　「株式給付信託（BBT）」制度に関する株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有する自社の株式は、

１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

　１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期間

439,763株、当第２四半期連結累計期間354,131株であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社マーベラス(E02467)

四半期報告書

19/22



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2023年11月２日

株式会社マーベラス

取締役会　御中
 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

　　　東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 林　　　　壮　一　郎

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 木　　村　　圭　　佑

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マーベ

ラスの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マーベラス及び連結子会社の2023年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　会社の2023年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2022年11月２日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2023年６月20日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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